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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第107期

第３四半期
連結累計期間

第108期
第３四半期
連結累計期間

第107期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 （百万円） 63,683 68,895　 86,102

経常利益 （百万円） 2,470 3,435　 3,461

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,777 2,099　 3,297

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,925 3,915　 5,008

純資産額 （百万円） 45,796 52,279　 48,948

総資産額 （百万円） 82,715 89,085　 88,037

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 63.01 73.72　 116.78

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 62.81 73.47　 116.36

自己資本比率 （％） 54.8 57.9　 55.0

　

回次
第107期

第３四半期
連結会計期間

第108期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 17.70 22.36

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の締結は行われておりません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、アセアン、インド等の新興国での成長鈍化など不安定要因はあ

りましたものの、米国では主要経済指標の好転、失業率の低下から景気回復基調が明確になり、また、欧州では信

用不安リスクが一服したことから、全体としては堅調に推移いたしました。

　国内経済は、アベノミクスによる金融緩和、財政出動、並びに成長戦略に対する期待感により、円安・株価上昇

が一段と進み、輸出企業を中心に収益の改善が大幅に進みました。

　自動車業界におきましては、国内ではエコカー補助金終了に伴う影響がありましたが、景気回復及び消費税導入

前の駆け込み需要があり、また、海外では北米市場の伸長、中国における日本車不買運動からの回復等を背景に、

全体としては堅調に推移いたしました。

　このような状況の中で、今年度初めに公表しました「2013-15年度中期経営計画」達成のため、各種の直轄プロ

ジェクトを立ち上げ活動を進めております。

　初年度計画に対しては、概ね順調に推移しており、引続き、拡販、新製品開発、コスト競争力向上に全社一丸と

なって取組んでまいります。

①　売上高

　当第３四半期連結累計期間の売上高は68,895百万円となり、前年同四半期に比べ5,212百万円の増収（前年同

四半期比8.2％増）となりました。

②　営業利益

　当第３四半期連結累計期間の営業利益は3,105百万円となり、前年同四半期に比べ758百万円の増益（前年同四

半期比32.3％増）となりました。

③　経常利益

　当第３四半期連結累計期間の経常利益は3,435百万円となり、前年同四半期に比べ964百万円の増益（前年同四

半期比39.1％増）となりました。

④　四半期純利益

　当第３四半期連結累計期間の四半期純利益は2,099百万円となり、前年同四半期に比べ322百万円の増益（前年

同四半期比18.1％増）となりました。

　

　セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。

①　自動車部品関連事業

　自動車部品関連事業においては、売上高が59,639百万円となり、前年同四半期に比べ6,103百万円の増収（前

年同四半期比11.4％増）となりました。

②　自動車製造用設備関連事業

　自動車製造用設備関連事業においては、売上高が9,094百万円となり、前年同四半期に比べ895百万円の減収

（前年同四半期比9.0％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

①　流動資産

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は39,291百万円であり、前連結会計年度末に比べ1,496百万円

減少しております。現金及び預金の2,602百万円の減少、たな卸資産の925百万円の増加が主な要因であります。

②　固定資産

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産は49,794百万円であり、前連結会計年度末に比べ2,544百万円

増加しております。建設仮勘定の1,821百万円の増加、投資有価証券の513百万円の増加、土地の247百万円の増

加が主な要因であります。

③　流動負債

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は25,913百万円であり、前連結会計年度末に比べ3,497百万円

増加しております。１年内返済予定の長期借入金の3,161百万円の増加、短期借入金の395百万円の増加が主な要

因であります。

④　固定負債

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債は10,892百万円であり、前連結会計年度末に比べ5,780百万円

減少しております。長期借入金の5,743百万円の減少が主な要因であります。

⑤　純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は52,279百万円であり、前連結会計年度末に比べ3,330百万円増

加しております。利益剰余金の1,330百万円の増加、為替換算調整勘定の1,299百万円の増加、その他有価証券評

価差額金の370百万円の増加が主な要因であります。

　

(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は2,537百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,400,000

計 48,400,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,720,157 28,736,657

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 28,720,157 28,736,657 － －

（注）　提出日現在の発行数には、平成26年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
　

（百万円）

資本金残高
　

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日

（注）

23,000 28,720,157 11 6,418 11 10,048

（注）１　新株予約権の行使による増加であります。

２　平成26年１月１日から平成26年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が16,500

株、資本金が8百万円及び資本準備金が8百万円増加しております。

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　      153,900
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　   28,516,300 285,163 －

単元未満株式 普通株式　       26,957 － －

発行済株式総数 28,697,157 － －

総株主の議決権 － 285,163 －

（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が次のとおり含まれております。

自己保有株式　　　　　　　　　　91株

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

②【自己株式等】

　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

大豊工業株式会社
愛知県豊田市緑ヶ丘３

丁目65番地
153,900 － 153,900 0.54

計 － 153,900 － 153,900 0.54

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,052 10,450

受取手形及び売掛金 15,406 15,519

電子記録債権 2,513 2,772

商品及び製品 2,157 2,574

仕掛品 2,039 2,262

原材料及び貯蔵品 3,150 3,435

繰延税金資産 1,291 1,017

その他 1,349 1,458

貸倒引当金 △172 △200

流動資産合計 40,787 39,291

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 25,890 26,752

減価償却累計額 △15,374 △16,130

建物及び構築物（純額） 10,515 10,622

機械装置及び運搬具 71,586 73,441

減価償却累計額 △57,967 △60,078

機械装置及び運搬具（純額） 13,618 13,362

工具、器具及び備品 14,949 15,370

減価償却累計額 △13,989 △14,303

工具、器具及び備品（純額） 960 1,066

土地 13,049 13,297

リース資産 219 286

減価償却累計額 △110 △127

リース資産（純額） 109 159

建設仮勘定 2,708 4,530

有形固定資産合計 40,962 43,038

無形固定資産

のれん 520 500

リース資産 54 40

その他 817 844

無形固定資産合計 1,391 1,386

投資その他の資産

投資有価証券 2,514 3,028

繰延税金資産 1,264 1,198

その他 1,151 1,178

貸倒引当金 △36 △36

投資その他の資産合計 4,894 5,369

固定資産合計 47,249 49,794

資産合計 88,037 89,085

EDINET提出書類

大豊工業株式会社(E02199)

四半期報告書

 8/18



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,800 12,083

短期借入金 462 858

1年内返済予定の長期借入金 2,885 6,047

リース債務 56 64

未払費用 4,494 3,929

未払法人税等 475 446

役員賞与引当金 152 119

その他 2,087 2,364

流動負債合計 22,416 25,913

固定負債

長期借入金 14,512 8,769

リース債務 109 137

繰延税金負債 533 625

退職給付引当金 1,092 888

役員退職慰労引当金 238 281

資産除去債務 108 108

その他 77 81

固定負債合計 16,672 10,892

負債合計 39,088 36,806

純資産の部

株主資本

資本金 6,327 6,418

資本剰余金 9,796 9,887

利益剰余金 33,380 34,710

自己株式 △190 △190

株主資本合計 49,314 50,825

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 686 1,056

為替換算調整勘定 △1,557 △257

その他の包括利益累計額合計 △870 798

新株予約権 62 44

少数株主持分 442 610

純資産合計 48,948 52,279

負債純資産合計 88,037 89,085
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 63,683 68,895

売上原価 52,657 56,480

売上総利益 11,025 12,415

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 692 723

役員報酬 226 216

従業員給料 1,790 1,944

賞与 538 593

退職給付費用 178 183

法定福利費 290 327

福利厚生費 349 385

役員退職慰労引当金繰入額 60 55

役員賞与引当金繰入額 113 119

賃借料 161 152

旅費及び交通費 182 210

減価償却費 255 279

研究開発費 2,478 2,537

その他 1,359 1,579

販売費及び一般管理費合計 8,677 9,309

営業利益 2,347 3,105

営業外収益

受取利息 32 24

受取配当金 34 48

為替差益 82 340

持分法による投資利益 22 －

その他 237 241

営業外収益合計 409 656

営業外費用

支払利息 161 193

固定資産除却損 28 35

持分法による投資損失 － 30

その他 97 66

営業外費用合計 287 326

経常利益 2,470 3,435
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

特別利益

新株予約権戻入益 15 1

固定資産売却益 4 4

受取保険金
※1 85 ※1 37

負ののれん発生益 － 3

その他 － 0

特別利益合計 104 47

特別損失

固定資産除却損 21 0

固定資産売却損 0 6

災害による損失
※2 49 ※2 40

その他 7 －

特別損失合計 78 47

税金等調整前四半期純利益 2,497 3,434

法人税、住民税及び事業税 297 903

法人税等調整額 372 322

法人税等合計 669 1,225

少数株主損益調整前四半期純利益 1,827 2,209

少数株主利益 50 109

四半期純利益 1,777 2,099
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,827 2,209

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 63 370

為替換算調整勘定 48 1,347

持分法適用会社に対する持分相当額 △13 △11

その他の包括利益合計 97 1,706

四半期包括利益 1,925 3,915

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,865 3,768

少数株主に係る四半期包括利益 59 146
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　受取保険金

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　主に当社の連結子会社であるタイホウ コーポレーション オブ タイランド株式会社の洪水被害及び大

豊工業（煙台）有限公司の工場の火災に伴う受取保険金であります。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）　

　当社の連結子会社であるタイホウ コーポレーション オブ ヨーロッパ有限会社の海上輸送中の棚卸資

産にかかる船舶沈没事故に伴う受取保険金であります。

　

※２　災害による損失

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　主に当社の連結子会社である大豊工業（煙台）有限公司の工場の火災によるものであります。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　当社の連結子会社であるタイホウ コーポレーション オブ ヨーロッパ有限会社の海上輸送中の棚卸資

産にかかる船舶沈没事故によるものであります。

　
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれん

及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 3,736百万円 4,019百万円

のれんの償却額 20百万円 98百万円

負ののれんの償却額 △64百万円 △2百万円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月13日

定時株主総会
普通株式 337 12.00 平成24年３月31日 平成24年６月14日 利益剰余金

平成24年10月30日

取締役会
普通株式 339 12.00 平成24年９月30日 平成24年11月26日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月12日

定時株主総会
普通株式 368 13.00 平成25年３月31日 平成25年６月13日 利益剰余金

平成25年10月30日

取締役会
普通株式 399 14.00 平成25年９月30日 平成25年11月26日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額

自動車部品
関連事業

自動車製造
用設備関連
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 53,535 9,989 63,525 157 63,683 － 63,683

セグメント間の内部売

上高又は振替高
0 533 534 972 1,506 △1,506 －

計 53,536 10,523 64,059 1,129 65,189 △1,506 63,683

セグメント利益 4,887 1,216 6,103 104 6,208 △3,860 2,347

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品の小売・自動車部品の物流・

梱包等のサービス等を含んでおります。

２　セグメント利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との調整額△3,860百万円は、主に全社費用

（主に報告セグメントに帰属しない一般管理費）となっております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

　「自動車部品関連事業」セグメントにおいて、「常州恒業軸瓦材料有限公司」の全持分を取得したことにより、の

れんの金額に重要な変動が生じております。当第３四半期連結累計期間に発生したのれんの額は410百万円でありま

す。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額

自動車部品
関連事業

自動車製造
用設備関連
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 59,639 9,094 68,734 161 68,895 － 68,895

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 152 152 1,027 1,180 △1,180 －

計 59,639 9,247 68,886 1,189 70,076 △1,180 68,895

セグメント利益 6,276 730 7,006 128 7,134 △4,029 3,105

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品の小売・自動車部品の物流・

梱包等のサービス等を含んでおります。

２　セグメント利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との調整額△4,029百万円は、主に全社費用

（主に報告セグメントに帰属しない一般管理費）となっております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 63.01円 73.72円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 1,777 2,099

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,777 2,099

普通株式の期中平均株式数（株） 28,207,538 28,477,227

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 62.81円 73.47円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 89,681 94,717

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　第108期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当については、平成25年10月30日開催の取締役会

において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①　中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　399百万円

②　１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　 14円00銭

③　効力発生日ならびに支払開始日　　 平成25年11月26日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年２月14日

大豊工業株式会社

取　締　役　会　御　中　

 

あ ら た 監 査 法 人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 川　原　光　爵

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 戸　田　　　栄

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大豊工業株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大豊工業株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注） １． 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　 ２． 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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